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2007 年9 月12 日 

報道各位 

日中文化人懇談会2007 実行委員会 

中國藝術研究院 

 
「日中文化人懇談会日中文化人懇談会日中文化人懇談会日中文化人懇談会 2007200720072007    ～～～～オープンカレッジオープンカレッジオープンカレッジオープンカレッジ inininin 北京北京北京北京～～～～」」」」    

開催開催開催開催についてについてについてについて    
    
 

 この度、１９７２年の日中共同声明から３５周年を迎える記念すべき今年、「2007 日中文化・スポーツ交流年」交流事

業の一環としまして、「日中文化人懇談会2007～オープンカレッジin北京～」を開催致します。イベントの概要を以下に

ご説明申し上げます。 

 

１１１１．．．．企画意図企画意図企画意図企画意図    

国交が正常化し、３５年経った今ではありますが、日々進化し続けるお互いの国の文化・芸術に関し、十分に理解

し得ているとはいいがたいのではないでしょうか？そこで、日本を代表する文化人・表現者達が日本の「今」をたず

さえ、中国の「今」を学び、持ち帰る「文化交流使節団」として北京を訪問し、中国の同分野における文化人・表現者

との相互交流を実現する『日中文化人懇談会 2007～オープンカレッジ in 北京～』を開催することを計画いたしまし

た。 

 両国の表現者によるトークセッションやパフォーマンスを通じて、日中両国の「今」を交換し合う、「知の交流」を図

るこの企画が日本と中国のさらなる親密な関係につながることを強く期待します。 

 

２２２２．．．．概要概要概要概要    

タイトル 「日中文化人懇談会2007 ～オープンカレッジ in 北京～」 

      （中国語タイトル：中日文化交流会2007） 

会期 2007 年9 月22 日（土） 9:30 開場 10:00 開会 

会場 中國藝術研究院（北京市朝陽区 恵新北里 甲１号） 

主催 日中文化人懇談会2007 実行委員会（日本側）／中國藝術研究院（中国側） 

共催 在中華人民共和国日本国大使館 

企画 エンジン 01 文化戦略会議 

後援 中華人民共和国文化部 

協力 文化庁／2007 日中文化・ｽﾎﾟー ﾂ交流年実行委員会／中国日本商会／北京日本人会 

ＣＣＴＶ大富／ＢＳ朝日 

協賛 全日本空輸株式会社／方正株式会社／丸紅（北京）商業貿易有限公司 

特別協力 琵雅株式会社北京事務所 

入場 無料  

テーマ  〈日本の“今”、中国の“今”の文化交流〉 
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３３３３．．．．プログラムプログラムプログラムプログラム概要概要概要概要    

    「「「「ライブセッションライブセッションライブセッションライブセッション」」」」「「「「トークセッショントークセッショントークセッショントークセッション」」」」「「「「ワークショップワークショップワークショップワークショップ」「」「」「」「展示展示展示展示」」」」とととと４４４４つのつのつのつの形態形態形態形態ででででプログラムプログラムプログラムプログラムをををを展開致展開致展開致展開致しますしますしますします。。。。    

11:30～13:00 13:00～14:30 14:30～16:00 16:00～17:30 17:30～

大
ホ
ー

ル

ライブセッション①
「真伎楽／儺戯」

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

ライブセッション②
「サイエンスアート」
河口洋一郎/魯暁波

ライブセッション③
「アイドルスター」

秋元康/赵 群
AKB48/东方蓝莲花新民

乐女子乐团

閉
会
セ
レ
モ
ニ
ー

教
室

トークセッション①
「マンガ・キャラクター」
ちばてつや/松谷孝征

于素秋/张雷

トークセッション②
「デザイン･アート」
内田繁/及川正通
南條史生/欧寧

ワークショップ①
「茶道（1回目）」

佃一可/船曳建夫/骆芃
芃

ワークショップ①
「茶道（2回目）」

佃一可/船曳建夫/骆芃
芃

ワークショップ②
「書道」（1回目）

浅葉克己/李胜洪

ワークショップ②
「書道」（2回目）

浅葉克己/李胜洪

10:00～11:30

展
示
室

ホ
ワ
イ
エ

①写真展「日本の今」
②「スペクタクルイベント展」山本寛齋
③「建築展」今川憲英/瀬戸川雅義/竹山　聖/松岡恭子     

    

ⅠⅠⅠⅠ：：：：ライブセッションライブセッションライブセッションライブセッション    

①①①①日本の仮面舞踏劇「真伎楽」と中国の仮面舞踏「儺舞」によるパフォーマンス 

「真伎楽」 
聖徳太子の時代にシルクロードを経て日本に伝わった「伎楽」は、鎮護国
家芸能として盛んに上演され。仮面研究家でもあった、総合芸術家・狂言
師野村万之丞（故人）が、10 年にわたるアジア各地のフィールドワークの
体験をもとに、各国の舞踏家、演奏家達とのコラボレーションによって、幻
の古代芸能である伎楽を再生し創作した仮面舞踏劇。 

 

「儺舞（儺戯）」 
江西省、貴州省、安徽省や湖北省の一部で演じられる中国最古の仮面劇。邪気を払うための行事あ
るいは儀式として演じられてきました。舞踊を伴うことが多く、特に舞踊が主体となる場合には儺舞（だ
ぶ）と呼ばれることもあります。儺戯では主要な役を演じる俳優は、木製の仮面を身に着けて踊りま
す。 

 

②②②②「「「「サイエンスアートサイエンスアートサイエンスアートサイエンスアート」」」」 

日中を代表するサイエンスアートの権威によるトークセッションと、CG・音楽、そしてダンスによるコラボレーションパフォーマンス 

      講師紹介 

河口洋一郎（ＣＧアーティスト） 
52 年種子島生まれ。東京大学大学院教授。筑波大学助教授を経て 98 年より現職。75 年か

らＣＧに着手し、世界的ＣＧアーティストとして活躍中。「グロース・モデル」という独自の自己

増殖するアート世界を確立。伝統芸能とのコラボによる情感的に反応する「ジェモーション」

を海外舞台で共演。第百回ベネチアビエンナーレ'95 日本館代表作家に選ばれる。著書に

「コアセルベータ」（ＣＤ－ＲＯＭ付）「河口洋一郎・生命宇宙の世界」など。 

 

魯暁波（清華大学美術学院情報美術・設計学部長） 
82 年、中国の中央工芸美術学院工業設計系卒業。87 年、ドイツ・カッセル大学芸
術系上級客員学者。90 年、客員研究者。その後、中国の清華大学に加わる。99
年、清華大学芸術学院インダストリアルデザイン学部長。01 年〜03 年、清華大学
大学院副学部長。02 年〜05 年、清華大学人文科学研究センター副学部長。 
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③③③③「「「「アイドルアイドルアイドルアイドルスタースタースタースター」」」」 

日中の注目アイドルグループが生ライブパフォーマンス。仕掛け人によるトークセッションも。 

      講師紹介 

秋元康（作詞家）56 年東京生まれ。高校時代から放送作家として頭角を現し、
『ザ・ベストテン』など数々の番組構成を手がける。83 年以降、作詞家として美
空ひばり『川の流れのように』をはじめ、数多くのヒット曲を生み出す。91 年『グ
ッバイ・ママ』で映画監督デビュー。企画・原作の映画『着信アリ』『着信アリ 2』
『着信アリ Final』。05 年 4 月京都造形芸術大学教授就任。ＴＶ番組の企画構
成、雑誌の連載など、多岐に渡り活躍中。著書に『「選ばれる女性」には理由が
ある』、『おじさん通信簿』、小説『象の背中』ほか多数。 

       

ＡＫＢ４８（アイドルグループ） 
秋元康が総合プロデューサーを務める、２００５年１２月に結成されたア
イドルグループ。 
「会いに行けるアイドル」をコンセプトに、チームＡ，Ｋ，Ｂの計３チーム
が、東京・秋葉原にある彼女たち専用の「AKB48 劇場（シアター）」にて
日々、ライブ活動を行っている。２００６年１０月に「会いたかった」でメジ
ャーデビューし、現在までに５枚のＣＤをリリース。デビュー作以外の４
枚がオリコン初登場トップ１０にランクインしており、その認知度は日に
日に高まっている。最新作は８月発売の「僕の太陽」。また最近では、２
００７年８月全国松竹系にて公開の映画「伝染歌」に AKB48 のメンバー
１０名が出演するなど、劇場での活動はもちろん、テレビ・ラジオ・各種
雑誌のレギュラーといった、幅広い活動が注目を集めている。 
今回は、チーム B のメンバーがライブパフォーマンスを披露する。 

       

蓝莲花女子乐团 
藍蓮花女子楽団は藍蓮花文化芸術公司の所属、6 名のメンバー平均
年齢は 21 歳、中央音楽学院、中国音楽学院などの著名な音楽学校
から輩出され、音楽の基礎を十分に身に付けている。彼女たちの音
楽は中国の古典音楽に現代音楽を融合させ、グループとして演奏・
歌唱を１つに集めた新しい女子グループ。シングル《和谐》、《神秘国
度》は来年よりもうすぐ中国各地にて発表されていきます。 
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ⅡⅡⅡⅡ：：：：トークセッショントークセッショントークセッショントークセッション    

以下の２つのテーマにて、日中双方の専門家によるパネルディスカッション形式にて行います。 

①マンガ・キャラクター：「中国における日本アニメの影響」 

講師紹介 

ちばてつや（漫画家） 
３９年１月１１日生まれ。５６年「単行本作品」でデビュー。おもな作品に｢ママのバ
イオリン｣｢みそっかす｣｢ちかいの魔球｣｢１･２･３と４･５･ロク｣｢紫電改のタカ｣｢ハリ
スの旋風｣｢あしたのジョー｣｢おれは鉄兵｣｢あした天気になあれ｣｢のたり松太郎｣
など。０１年文部科学大臣賞、０２年紫綬褒章受賞。社団法人日本漫画家協会常
務理事。 

 

松谷 孝征（手塚プロダクション㈱社長） 
1944 年横浜生まれ。実業之日本社にて雑誌漫画編集者として手塚治虫の担当編
集者を経験後、73 年手塚治虫のマネージャーとして、㈱手塚プロダクションへ入
社。85 年４月同社代表取締役社長になり、現在に至る。日本動画協会理事長。89
年より北京市昌平区にスタジオを創設した「北京写楽美術芸術有限公司」は 94 年
4 月より 100%独資として現在に至る。中国人民大学徐悲鴻芸術学院客員教授 吉
林芸術学院動画学院客員教授 

 

于素秋（中国人民大学外国学院教授） 
 中国吉林大学大卒、同大学修士了、日本山形大学大学院電子情報学科博士了、工学博士。知識青
年、計器労働者を経て、現、中国人民大学外国学院教授、日本人文社会科学研究センター秘書長。兼
中国日本語教学研究会常務理事、中華日本学会理事、中国中日関係史学会理事、日本自然言語処
理学会会員。日本語教育に従事。日本動画及ぶ動画産業に興味津々。 

 

 
张雷 （文学博士（映像・音楽）・研究員・映像監督・音楽総監 
     中国芸術研究院 デジタルアニメアットコンテンツ研究開発センター長） 
 
    研究テーマ：デジタルアットコンテンツ研究開発（視覚音楽・音楽アニメ） 
    中国艺术研究院艺术创作研究中心 数字动漫艺术创作研究中心主任 
 

 

②デザイン･アート：「日中現代アート事情について」 

講師紹介 

内田繁（インテリアデザイナー） 
1943 年横浜生まれ。東京造形大学、桑沢デザイン研究所客員教授。毎日デザイン
賞、芸術選奨文部大臣賞等受賞。2007 年紫綬褒章受章。商・住空間、家具、工業デ
ザインから地域開発に至る幅広い活動を国内外で展開。代表作に山本耀司のブティ
ック一連、茶室「受庵・想庵・行庵」、 門司港ホテル、オリエンタルホテル広島他。メト
ロポリタン美術館等に永久コレクション多数。著書に「インテリアと日本人」「普通の
デザイン」他。 

 

及川正通（イラストレーター） 
1939 年中国大連生まれ。神奈川県横須賀市出身。地元のデパート横須賀さいか屋
のデザイン科へ入り 9 年勤務。その後主婦と生活社に 4 年ほど勤務。ここで横尾忠
則と共同のスタジオをつくり、天上桟敷のポスターなどを手がける。昭和47 年「平凡
パンチ」に連載した"ドッキリメント劇場"などで注目を浴び、50年9月からタウン情報
誌「ぴあ」の表紙を担当。59 年には初の作品集「2043 年へのオデッセイ」を出版。 
平成 14 年、ぴあの表紙を飾った 100 の顔、「及川正通イラストレーション作品集」を
出版する。 
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南條史生(森美術館 館長) 
49年東京生まれ。慶應義塾大学経済学部、文学部哲学科美学美術史学専攻
卒業。国際交流基金等を経て現職。97 年ヴェニス ビエンナーレ日本館及び
98 年台北ビエンナーレコミッショナー、ターナープライズ（英国）審査委員、
2001 年横浜トリエンナーレ及び 2006 年シンガポール・ビエンナーレアーティ
スティック・ディレクターなどを務める。他の実績として、新宿アイランドアート
計画、大林組本社ビルアートプロジェクトなどがある。CIMAM（国際美術館会
議）評議員、AICA(国際美術評論家連盟)会員。慶應義塾大学講師。2007 年外
務大臣表彰を受章。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

欧寧（キュレーター／アーティスト） 
69 年生まれ。キュレーターとして世界各地を巡回する美術展覧会「Get it 
Louder」の設立に参加。アーティストとしては、都市研究及びその書籍化プロジ
ェクトを組織し、第 50 回ヴェネツィアビエンナーレ(03)、MOMA ニューヨーク
（04）、東京森美術館（05）、ハウスオブワールドカルチャーベルリン(06)第 10 回
イスタンブールビエンナーレ（07）などで展示活動を行った。アートマガジン「Bie 
Ce」の編集、デザインも手がける。著書に「New sound of Beijing」 

    

有名なアートデザイン理論家。中国の芸術の研究院研究員、 

博士課程の個人指導教授。中国文化部美術高級肩書き審査委員、 

中国美術家協会理論委員会委員、中華美学学会会員、中国作家協会会員。 

18 冊の個人の著作が出版されて、学術文庫は 7 種類で、70 部を編集した。 

国家の重点プロジェクト『中華芸術通史』に原稿を提供して、 

国家プロジェクト『人類設計思潮』の編集長を務める。 
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ⅢⅢⅢⅢ：：：：ワークショップワークショップワークショップワークショップ    

日中両国に馴染み深い伝統文化実演形式で参加者と触れ合います。 

講師紹介 

①「茶」 

佃一可（茶道家） 
東京教育大学卒業。73 年茶道一茶菴 14 世を継承。家業の茶道を基に、分業
専業した諸芸術・伝統工芸部門の再融合を求めて幅広い活動を行う。いけば
な造形運動・書画一致運動を提唱し、団体創立・運営に携わる。玄奘三蔵会を
組織し玄奘三蔵生誕1400年記念館（00年11月落慶・西安大雁塔大慈恩寺内）
の建設に貢献する。唐王朝の菩提寺、法門寺から発見された秘色青磁の研
究により法門寺博物館名誉教授の称号を受ける。 

 

骆芃芃骆芃芃骆芃芃骆芃芃（（（（中国芸術研究院中国中国芸術研究院中国中国芸術研究院中国中国芸術研究院中国篆刻篆刻篆刻篆刻芸術院常務副委員長芸術院常務副委員長芸術院常務副委員長芸術院常務副委員長））））    

国家一級美術師、研究員、研究生指導教授。中国書協会篆刻委員会委員、 

精華大学美術学院特別教授。絵画院教授、西泠社社員、 

中国国際茶文化研究会常務理事。 

中国国際茶文化書画院院士国家一級美術士 

 

 

②「書」 

浅葉克己（アートディレクター） 
40 年神奈川県出身生まれ。桑沢デザイン研究所、（株）ライトパブリシティを経
て、1975年（株）浅葉克己デザイン室を設立。以後アートディレクターとして日本
の広告デザインの第一線で活躍。代表的な作品に、西武百貨店、武田薬品、
キリンビバレッジ、ミサワホームなど。東京タイプディレクターズクラブの理事
長として同クラブを運営するかたわら、アジアの文字文化に着眼、中国雲南省
麗江に伝わる象形文字・東巴文字の研究家としても知られている。ＡＤＣグラン
プリ、紫綬褒章など受賞歴多数。書家・石川九楊に師事。卓球六段。 

 

李勝洪（書道家） 

中国書法院副委員長、中国芸術研究院大学院指導教授、全国刻字芸術展審査委 

員。国家一級美術師。韓国、日本、シンガポール、台湾、香港、マカオ地域、 

アメリカなどを訪問したことがある。 
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ⅣⅣⅣⅣ：：：：展示展示展示展示    

①写真展「日本の今」：日本の著名人たちが撮影した、現代日本のひとコマを展示 

 

②「スペクタクルイベント」：世界中で大規模なパフォーマンスイベントを行う山本寛齋による展示 

山本寛齋（デザイナー/プロデューサー） 
世界的デザイナーであるとともに、デザインの枠を超える独自の表現「スー
パーショー」を開催。ロシア、ベトナム、インド他国内外での快挙に続き、07
年1月には東京ドームにおいて｢KANSAI SUPER SHOW 太陽の船｣を成功さ
せる等、大型イベントプロデューサーとして活躍中。06 年 4 月より早稲田大
学客員教授を務める等、幅広いジャンルで活躍中。 

 

③「建築」：4 人の建築家による、現代日本の建築ミニチュア模型展示 

今川憲英（外科医的建築家/東京電機大学教授） 
素材と骨格の個性が生きる建築を造る専門家。日大建築学科卒。東京電機大
学教授／個性を生かす「１００人１００色教育」を通じ、プロの能力と豊かな教
養を持つ学生教育を実践。構造デザイン事務所・ＴＩＳ＆ＰＡＲＴＮＥＲＳ代表。１
８カ国４６都道府県で地方色豊かな建築を２千以上実現。受賞･日本建築学会
賞、ＩＡＳＳ坪井賞、他多数。著書「木による空間構造へのアプローチ」、文藝春
秋２月号「耐震偽装マンションは日本病」他。 

 

瀬戸川雅義（建築家） 
53 年京都市生まれ。京都大学大学院修了。「㈱アールセッション」主宰。03 年
京都大学、東京電機大学非常勤講師。04 年住宅展、建築展。主な作品に「軽
貨急配本社」「タキイ種苗品質管理センター」「住吉のゲストハウス」。「north 
cottage」で 05 年グッドデザイン賞受賞。01、07 年祇園祭「橋弁慶山」の行事
役、現在「財団法人橋弁慶山保存会」の理事。建築では近代的和風建築のデ
ザインを核に、年老いた人々の為の介護施設や年老いた建築の再生デザイ
ンを展開している。十割蕎麦を打つ建築家。 

 

竹山聖（建築家） 
54 年 12 月 24 日大阪生まれ。小学校の時にはマンガ、中学ではエレキバン
ド、北野高校ではバスケットボールに明け暮れつつ建築を志す。大学ではオ
ーケストラでコントラバス。大学院の時に設計事務所を開設以来、建築三昧
の四半世紀。作品には岩国市周東パストラルホール、箱根強羅花壇、べにや
無何有、北野高校、著書に『独身者の住まい』（廣済堂出版）など。クロード・ガ
ニオン監督の映画『KAMATAKI』では美術監督を務めた。 

 

松岡恭子（建築家/東京電機大学准教授） 
64 年福岡生まれ。87 年九州大学工学部建築学科卒業、90 年東京都立大学
大学院修士課程、91 年コロンビア大学大学院建築学部修士課程修了。92 年
よりニューヨーク、台湾、福岡で活動し、現在福岡を拠点とする。07 年より東
京電機大学准教授。建築を中心に、橋梁などの土木構造物から家具のデザ
インまで多様なスケールのデザインを手がける。主な作品に、「テルツェッ
ト」「新北九州空港連絡橋」「ワンストロークテーブルⅠ、Ⅱ」など。 

 



8 

４４４４．「．「．「．「交流交流交流交流シンポジシンポジシンポジシンポジウムウムウムウム」」」」についてについてについてについて 

夜は北京近郊の飲食店に場所を移し、シンポジウム形式での懇親会を行います。日中双方の第一線の文

化人・表現者達と食事をともにしながら語り合うプログラム。通常では聞けない「ここだけ」の貴重な話を繰り

広げ、相互交流をより深めます。 

 

日時日時日時日時    9999 月月月月 22222222 日日日日（（（（土土土土））））    18:3018:3018:3018:30 開場開場開場開場    19191919:00:00:00:00 開始開始開始開始    

会場会場会場会場    香満楼酒家香満楼酒家香満楼酒家香満楼酒家    （（（（新源西里中街新源西里中街新源西里中街新源西里中街））））＊＊＊＊こちらのこちらのこちらのこちらのイベイベイベイベントントントントはははは有料有料有料有料（（（（予約制予約制予約制予約制））））となっておりますとなっておりますとなっておりますとなっております。。。。    

参加費参加費参加費参加費：：：：６６６６５５５５００００元元元元／／／／人人人人（（（（食事付食事付食事付食事付））））    

実行委員会事務局実行委員会事務局実行委員会事務局実行委員会事務局へおへおへおへお申申申申しししし込込込込みみみみ下下下下さいさいさいさい。。。。    

 

５５５５．．．．参加予定講師参加予定講師参加予定講師参加予定講師    

【日本側】 

秋尾沙戸子（ジャーナリスト）／秋元康（作詞家）／浅葉克己（アーティスト）／池田弘（学校法人新潟総合学

院 理事長）／犬養裕美子（レストランジャーナリスト）／今川憲英（外科医的建築家）／内田 繁（インテリア

デザイナー）／ＡＫＢ４８（アイドルグループ）／及川正通（イラストレーター）／岡本行夫（国際問題アドバイ

ザー）／河口洋一郎（CGアーティスト）／今野由梨（ダイヤル・サービス㈱社長）／三枝成彰（作曲家）／塩川

正十郎（東洋大学総長）／下村満子（ジャーナリスト）／白川文造（㈱ビーエスフジ相談役）／瀬戸川雅義（建

築家）／竹山 聖（建築家）／田勢康弘（早稲田大学大学院公共経営研究科教授）／ちばてつや（漫画家）／

佃 一可（茶道家）／南條史生（森美術館館長）／波頭 亮（経営コンサルタント）／船曳建夫（文化人類学者）

／布袋寅泰（ギタリスト）／松岡恭子（建築家）／松谷孝征（(株)手塚プロダクション社長）／南美希子（キャス

ター）／矢内 廣（ぴあ㈱会長兼社長）／山田宏巳（リストランテヒロ 総料理長）／山本寛齋（プロデューサ

ー） 

 

 

【中国側】 

魯暁波（清華大学美術学院（中国）情報美術・設計学部長）／于素秋（中国人民大学外国学院教授）／欧寧

（アーティスト）／赵群（プロデューサー）／东方蓝莲花新民乐女子乐团（ミュージシャン） 

 

※参加者リストは 9/7 現在のものであり、参加者の都合により変更する可能性がございます。 

 

５５５５．．．．公式公式公式公式ロゴロゴロゴロゴについてについてについてについて（（（（デザインデザインデザインデザイン：：：：浅浅浅浅葉葉葉葉克己克己克己克己））））    

 

 

 

 

 

 

 

【解説】 

 

トンパ文字で「机」を表しています。 

中国・日本の人々が、向かい合って相互の文化・

藝術を学びあう機会であることを表現しています。 

 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ＞ 

日中文化人懇談会 2007 実行委員会 事務局 川上／椎名 

TEL:+81-3-3265-2169  FAX:+81-3-3265-1629  E-mail:info@enjin01.org 

中國藝術研究院  張宇紅 

TEL:+86-10-6498-2970 

以 上 

 


